



























ルグ（André Pieyre de Mandiargues 1909-1991）もまた、こうした時代の流れに翻弄
された20世紀作家の一人である。幼少期からジュール・ヴェルヌらの幻想小説に親し
み、青年期にはシュルレアリスムの影響のもとに人格を形成したマンディアルグは、
第二次大戦後、両大戦による閉塞したフランスの社会状況に敢然と背を向け、社会に
コミットする実存主義的な文学傾向を唾棄しつつ、営々と反社会的ともいえる自己の
幻想世界を文学に移す作業に没頭した。「幻想、エロティスム、死」をマンディアル
グ文学の三本柱と揚言する詩人アラン・ジュフロワの言葉にあるとおり、マンディア
ルグの文学性はこの三つの傾向を等しく配分した統一のなかで成立していると言って
よい。そしてこれらの傾向にくわえ、マンディアルグ文学をわれわれ読者の脳裡に克
明に印象づける決定的な要素として、「幾何学的空間」と「バロック的エロス」の相
克というコントラストの主題を挙げることができる。50年代以降のマンディアルグの
どの創作物を見ても、この主題を発展させていない物語に出会うことが難しいほどで
ある。それほどまでに彼の文学性に深く浸透し、幻想物語の骨子として作家自身の自
家薬籠中となったこの主題の起源を解き明かすことが、本論文の中心的な研究テーマ
となる。 
 そのなかで注目したのが、50年代におけるマンディアルグとイタリアとの関係であ
る。それはマンディアルグ固有のこの幻想の主題をはじめてかたちにした著作が、イ
タリアを舞台に執筆された彼の処女小説『大理石』（1953年）であるという事実と、5
0年代に出版されたもうひとつの小説『海百合』（1956年）もまたイタリアのサルデー
ニャ島を舞台にし、同主題を発展的に継承した小説であるという事実による。さらに5
0年代は、大旅行家としてのマンディアルグが戦前には絶えて足を踏み入れたことのな
かったイタリアの辺境地帯、すなわち洗練されて文明化された「北部」とは違う異国
風の文化と自然のままの原初的な景観を残す「南部」、そして本国と切り離されるこ
とで独自の風習や文化を育んできたサルデーニャ島、16世紀のマニエリスム庭園を手
つかずのままに保存したボマルツォの怪物庭園などの発見をとおして「もうひとつの
イタリア」の姿がマンディアルグのなかにひとつの啓示のように刻印され、作家の創
  
作活動に大きな転機をもたらしたと考えられる。そのかつて体験したことのないほど
のみずみずしい印象を作品に投影すべく生まれた著作が50年代に立て続けに出版され
たマンディアルグのイタリア三部作、すなわち小説としての『大理石』と『海百
合』、そしてエッセイとしての『ボマルツォの怪物』（1957年）であった。本論では
この三つの作品を中心に分析をくわえ、幾何学とバロックのコントラストの主題が、
どのような経緯をたどってマンディアルグの作品のなかに構造化されるにいたったの
かを追う。「体験と執筆には明確な関係があり、言語そのものは経験との関連からし
か存在しない」と語るマンディアルグの言葉に信を置きつつ、50年代における彼のイ
タリア体験とその後の執筆との関連を明らかにすることで、彼の創作とその美学的方
法論の起源に迫ることができるだろう。 
 本論ではまず、序説（「幻想理論とマンディアルグについての序説」）としてフラ
ンスにおける幻想理論の歴史を掘り下げ、そのうえで20世紀における幻想の状況を確
認することからはじめる。幻想理論をシュルレアリスムの「驚異 le merveilleux」概
念に接続しつつ、ヌーヴォー・ロマンの科学的方法論を幻想の「モダニズム」の要件
とするマンディアルグ独自の幻想観をここで確認することになるだろう。ついでマン
ディアルグ自身の紹介を兼ねた50年代にいたるまでの作家の半生を伝記風に追いか
け、戦後すぐに文壇デビューを果たすマンディアルグの作家性がどのような経緯でイ
タリアと結びつきつつ形成されてきたのかを、彼の旅行遍歴や交友関係をとおして明
らかにする。 
 序説において確認した作家の「前史」をふまえ、第一章では戦後から50年代前半す
なわち『大理石』執筆から出版までの流れを概観する。そもそも50年代とは、戦後の1
946年に短篇集『黒い美術館』で公式に文壇にデビューしたマンディアルグにとって、
作家としての黎明期でもあった。シュルレアリスムの影響下に幻想性のつよい独自の
文学空間を切り開いてきたマンディアルグであったが、自己の文体を確立するための
方法論についてはまだ模索中の段階にあり、『黒い美術館』や51年出版の短篇集『狼
たちの太陽』のなかではまだエクリチュールの核となる構造の発見にはいたっていな
い。そうした状態を打破し、マンディアルグの作家キャリアにとって決定的ともいえ
るひとつの方法論を確立したのが、53年出版の『大理石』であった。古典的な幾何学
の空間とバロック的な情念のエロスとを融合させることで幻想の原理を構築し、それ
を創作に適用しようとする独自の方法論である。 
 マンディアルグは戦後、イタリアの各地を周遊するなかでこの方法論にたどりつい
た。しかし戦前の記憶のなかでも、形而上学派の芸術と結びついた「五角形都市」フ
ェッラーラの幾何学的な町のプランと、ヴェネツィアやミラノの郊外をはじめとする
イタリアのバロック的背景とが、ある種のコントラストをなしながらひとつの原風景
としてすでにマンディアルグの脳裡に刻み込まれ、イタリアが伝統的に持っている古
  
典主義とバロックの相克という歴史的本質の直観を萌芽状態のまま保持していたこと
もまた事実である。すなわちマンディアルグが作家としての方法論を確立するために
は、イタリアという歴史的土壌が必要不可欠だったといえるのである。そしてその決
定的な啓示がおこなわれたのが、1951年のプーリア旅行だった。 
 妻であるボナとともにこのときはじめてプーリアを訪れたマンディアルグは、後年
この旅行の記憶をもとにした旅行案内記のようなエッセイ「プーリアの小キケロ」を1
957年に発表する。このなかでマンディアルグは、プーリアの自然と彫像、建築物、モ
ニュメントなどによって喚起されるバロック性の純粋な表出にデペイズマン（現実感
の喪失）の感覚をあてはめ、異国的南部としてのイタリアの別の表情を探り当ててい
る。そしてプーリア観光における最大の名所、中世の八角形の城塞カステル・デル・
モンテとトゥルッリ建築で有名な町アルベロベッロを紹介し、前者をプーリア観光の
旅程の最初に、後者を最後に置く。古典的な幾何学法則に則って建てられた城塞カス
テル・デル・モンテが旅行者に新鮮な驚きを与え、円形建築によって形態が統一され
たトゥルッリの秩序立った美しさが旅愁からくる余韻を旅人に残す。こうしてプーリ
アのバロックは、演劇性や死の主題を喚起させつつ、コントラスト概念についてのラ
ディカルな転換をうながす。それが幾何学とエロスを対照軸とする新しい幻想概念に
いたる最初の一歩であった。 
 このプーリアでつかんだ新しい幻想の方法論を導入し、マンディアルグが最初に作
品化したのが、53年に出版された彼の処女小説『大理石』である。小説というフォー
マットにはじめて挑んだ意欲作であるという点を鑑みても、この小説は多分に実験色
のつよい作品であったといえる。プロローグとエピローグをふくむ全6章から構成され
るこの小説は、単独の短篇として構想された第二章「ボキャブラリー」を除くすべて
の章が、プーリア旅行のあとに執筆された。とりわけ第三章「プラトン立体」と第五
章「死の劇場」は、それぞれカステル・デル・モンテとアルベロベッロをモデルとし
て執筆され、この点からマンディアルグが意図的にプーリア旅行の旅程をなぞるよう
なかたちでこの小説を構成したことがわかる。のみならず、カステル・デル・モンテ
のシンメトリックな幾何学構成と5つのプラトン立体に囲まれたヘルマフロディトス像
の幾何学配置とのアナロジックなイメージをもちい、反対物を統合する「賢者の石」
の錬金術的な暗示と、心理学的な両性具有性というテーマを物語のなかに導入し、物
語そのものを主人公フェレオルのイニシエーションの過程として構造化する。そして
第五章「死の劇場」では、アルベロベッロに隣接する現実のロコロトンドという都市
名からボルゴロトンドという架空の町を設定し、ロトンド（円形）の語尾とトゥルッ
リの円形イメージから厳密に直線を排除され、円や曲線のみで構成された町の幾何学
空間を描出する。その円の中心でドナ・ラヴィニアという老女の死の舞台（死の主題
と演劇性の融合したバロック・イメージ）を目撃することで、主人公フェレオルは他
  
の男の観客たちとともに射精後の絶頂状態（オルガスムス）に似た放心を経験し、幾
何学空間のなかでエロスと死が交わる神秘的な啓示を得るのである。 
 こうして『大理石』において提示された幻想における古典的幾何学とバロック的エ
ロスのコントラスト概念は、続く小説『海百合』へと引き継がれ、さらに発展したか
たちで提示される。第二章では50年代後半を概観し、『大理石』で得られたマンディ
アルグ独自の幻想の主題が、小説やエッセイをとおして彼の美学的方法論として昇華
する経緯を明らかにする。 
 イタリアの領土に属する地中海のサルデーニャ島を舞台にしたこの小説は、1952年
と53年の二度にわたってボナとともに訪れたサルデーニャ旅行の記憶をもとに執筆さ
れた。ヒロインのヴァニーナがサルデーニャ島に渡り、そこで性的な初体験を経験す
るという単純な筋立てのなかに、サルデーニャの自然と儀式的・演劇的な人工性とい
うコントラストを軸として、『大理石』のフェレオル同様、ヴァニーナによる神秘的
なイニシエーションの過程が展開する。サルデーニャの自然全体を統べる牧神パンの
意思のもと、宇宙を構成する四大によって秩序立てられた自然全体のシステムが島全
体をひとつのユートピアに変え、この宇宙を整序する幾何学法則にささえられた舞台
空間のなかで、エリザベス朝演劇のような流血をともなう破瓜の儀式が行われる。ヴ
ァニーナと交わる無名の青年は太陽のイメージにおいて描かれ、月の巫女として描か
れるヴァニーナとのあいだに錬金術的な（化学の）結婚が行われ、最後に両親の殺害
という心理学的な過去のトラウマを克服したヴァニーナのなかで、賢者の石の完成を
思わせるような両性具有的なイメージが挿入される。こうして『大理石』で実験的に
展開されたあらゆる主題が、バロック的なコントラスト概念を中心として、この『海
百合』のなかで豊かなイメージとなって花開くのである。 
 つぎにマンディアルグはイタリア最後の秘境といえるラツィオ州北部の町ボマルツ
ォを1954年に訪問し、この町の谷底の森に広がる16世紀のマニエリスム庭園から多く
のインスピレーションを得る。怪物庭園とも呼ばれるこの庭園の存在は20世紀半ばの
マリオ・プラーツの発見によってはじめて美術史の片隅に所を得るにいたった。それ
をフランスに紹介し、いまやイタリアを代表する庭園にまでその名声を高めるきっか
けをつくったのが、1957年にマンディアルグが出版したエッセイ『ボマルツォの怪
物』である。プラーツの成果を踏襲しつつ、詩人としての独自の視点からこの庭園を
規定するマンディアルグの筆は、「モニュメントとそれをとりまく環境との関係」と
いうシュルレアリスム的なイメージのデペイズマン概念としてこの庭園がはなつ「モ
ダンな美」の本質を定義する。それは戦後すぐに発表された詩集『ぶしつけなモニュ
メントたち』（1947年）において、庭園的に配置された52の詩篇のなかですでに予言
的に提示されていた詩的イメージでもあった。すなわちマンディアルグはこのボマル
ツォ庭園を一冊の本として文学的に把握したのである。そこから人間の無意識に潜む
  
「神性」としての怪物が人間の内面を投影する「仮面」として表象されるというマン
ディアルグの独自の理論から、怪物が宗教性を帯びつつアラゴンのいわゆる「現代の
神話」を体現する神聖な存在として現代に復権する。それは『海百合』でサルデーニ
ャの自然を支配した牧神パンのイメージと重なり、さらには人工的な「芸術品」たる
彫像を自然が貪り食うという状況により庭園全体に揺曳する「残酷なエロティスム」
が、性交をつうじて青年の雄性を取りこむヴァニーナの「雌カマキリ」のような残酷
な一面を暗示しつつ、人工と自然の「（不釣り合いな）結婚」という両性具有性のテ
ーマへとつらなる錬金術的なイメージを喚起する。それとともにヴィチーノ・オルシ
ーニ公爵が亡き妻ジューリアのために丘上に建てた祭壇の存在が、愛のイニシエーシ
ョンという庭園の本来の役割を明らかにし、それが聖愛と俗愛を綜合した「愛の普遍
的身体」としての両性具有性をもとめる『大理石』から『海百合』まで続く一貫した
テーマと一致することで、3世紀の隔たりを超えたイタリアの歴史とマンディアルグの
文学性との接点をこのボマルツォの「聖なる森」にみとめることが可能となるのであ
る。 
 以上二章にわたる考察をとおして、50年代におけるイタリアの（再）発見がマンデ
ィアルグの作家としてのキャリアに決定的な刻印をあたえ、独自のスタイルを構築す
る主要な方法論のすべてを示唆したのである、という結論を得た。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（論文審査の結果の要旨） 
 松原冬二氏の論文は、20世紀フランス文学において孤高の地位を占めているアンド
レ・ピエール・ド・マンディアルグ（1909-1991）を研究の対象とし、この作家の創作
美学が確立する契機が1950年代におけるイタリア経験にあることを伝記的な資料およ
び作品の詳細な読解と分析により示した労作である。これまで日本ではほとんど体系
的な研究の対象とされることのなかった作家に正面から取り組み、しかも独自の観点
から作品を論じている点で高く評価できる。 
 論者はまず、創作の方法論を模索中であった作家マンディアルグのイタリアへの
「イニシエーション」を丹念に再構成し、この経験が創作へとつながっていく道筋を
明らかにしようとする。イタリアの秘境ともいえる地域－かつて「マグナ・グラエキ
ア」と呼ばれた南部やサルデーニャ島、ボマルツォの怪物庭園－の発見が、現実のイ
タリアと幻想のイタリアという二つの層を物語の基本構造に据えるという発想を作家
に与え、結果的にこのことが創作活動に大きな転機をもたらした、というのが論者の
主張である。伝記的事実を検証することにより作品執筆の経緯をたどり直し、個人的
体験に取材する旅行記、紀行文、エッセイからフィクションとしての小説的作品への
移行を丹念に跡づけた上で、作品中の主人公が体験する神秘的なイニシエーションの
解釈が提示される。さらにこの解釈を通して、読者を幻想世界に誘い込んでいくマン
ディアルグ作品のイニシエーション的性格をも明らかにしていくという手並みは鮮や
かである。 
 論者は特に、1951年にマンディアルグがイタリア人の妻と訪れた南部の州プーリア
で出会った八角形の城塞カステル・デル・モンテやトゥルッリと呼ばれる円錐形屋根
の家屋群といった幾何学的構造をもつ建築物に着目する。これらの幾何学的意匠は処
女小説『大理石』（1953年）の中にいわば舞台空間として導入され、エロティスムや
流血といったバロック的要素と対置されることになる。この秩序と混乱という相反す
る要素の対立とその止揚は、反対物を統合する錬金術的ビジョンと心理学的な両性具
有のテーマとして展開され、物語そのものを主人公のイニシエーションとして構造化
することに寄与している、とする論者の主張には説得力がある。エリアーデの宗教学
やバシュラールの詩的想像力論、ユングの心理学などを援用しつつ、マンディアルグ
の秘教的性格を帯びたテクストを読み解いていく箇所は読み応えのある長大なコメン
タリーとなっている。『大理石』以後、幾何学的空間とバロック的エロスのコントラ
ストの構図はマンディアルグの幻想物語の設定の基調をなすことになるが、その霊感
の源こそ南イタリアであったとする結論は十分に首肯できるものである。 
 同様に、1952年と1953年のサルデーニャ旅行の記憶は小説『海百合』（1956年）を
生み、1954年に訪問したオルシーニ家の庭園はエッセイ『ボマルツォの怪物』（1957
年）で論じられることになる。第2章ではこれら二つの作品を「聖なるもの」に触れる
イニシエーションとしての神秘体験という位相でとらえ、共通した特徴として自然と
  
人工のコントラストが指摘される。さらに『大理石』で実験的に展開された幾何学的
秩序とバロック的エロスの総合が『海百合』においてもまた物語の構造をつくってい
ること、マンディアルグのイタリア三部作を貫くテーマが聖愛と俗愛を総合した両性
具有的な普遍的愛の探求であることが論証される。以上の考察を踏まえた上で、マン
ディアルグが作家としての方法論を確立するためにはイタリアという歴史的土壌が必
要不可欠であったことが改めて結論されるのである。 
 本論文では、マンディアルグとイタリアというテーマが設定されることにより、主
たる分析の対象が 1950 年代の作品に限定されて論じられることになるが、このことは
議論の射程が短いことを意味するわけではない。論者が作家の作品の総体を視野に入
れていることは巻末に置かれた網羅的な書誌が示している。小説作品だけでなく、評
論やインタビューなどのテクストにも周到に目が配られており、マンディアルグ作品
を一貫した視点から統一的に説明しようとする姿勢が徹底されている。そして作品の
解釈に厚みと説得力を与えているのは、論者の有している広い視野と豊かな教養であ
る。フランス文学に関する知見にとどまらず、イタリアの歴史・地理・文化に関する
知識が豊富に盛り込まれ、精彩に富んだ叙述と堅実かつ広がりのある議論が展開され
ており、注においては必要な補足事項が詳細に述べられている。さらに先行研究が十
分にかつ批判的に取り入れられており、自らの研究スタンスとの相違が明確に示され
ている点も模範的と言ってよい。参照された文献は精確に読解されており、引用文の
選択と分析も的確であり、論拠の提示や論点の整理、論述のスタイルも明快である。
また優れた文章力は調査委員の一致して認める点であった。 
 以上述べたように、全体として完成度の高い論文であるが、いくつかの課題も残さ
れている。マンディアルグが依拠していると思われる錬金術的秘教主義についての知
識の披瀝にかなりの紙幅が割かれた結果、論文全体の構成にアンバランスが生じたこ
と、本論文の主題と1960年代以降のマンディアルグの小説作品との関連が十分に論じ
られていないこと、作品成立の背景や周辺知識の説明に比して、テクスト分析が少な
いこと、などは反省点とすべきところである。しかしこれらの留保は本論文の価値を
何ら損なうものではない。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。平成30年2月14日、調査委員4名が論文内容とそれに関連した事柄に
ついて口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認
める。 
 
 
 
